
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未 来 へ の 一 歩 
～Let’s create the future together～ 

発行：兵庫県立播磨特別支援学校 

第０５４号 

発行日：R3.10.27 

はりゴン 

 ３月１７日（水）に 1年生が校内外学習を
実施しました。スポーツ・ゲーム・散策・リ
ラックスなどの中から、各自で３つ程度選び
クラスの枠を超えての活動となりました。 
 卓球やボッチャ、トランプやオセロ、近く
の神社までお出かけ、読書などのレクリエー
ションを楽しみました。 
「お互いを知る」「ルールを守る」「みんなを
思いやる気持ち」で、同じ目的のために時間
を共有し、心に残った学習となりました。 

 １０月１３日（水）マックスバリュ龍野店で、産学連携事業として準
備を進めてきた「Café はりま」がオープンしました。９月のプレオー
プンで得た教訓を基に、試行錯誤をして迎えた本格オープンでした。 
 オープンに先立ち行われたオープニングセレモニーでは、山本実た
つの市長をはじめ、沢山の方々からの激励をいただき、生徒たちも引き
締まった表情をしていました。テープカットのあとオープンした店舗
には、長い列ができ、生徒が一杯一杯丁寧に淹れたコーヒーを美味しそ
うに味わわれていました。多くの方々にご来場いただき、午後１時過ぎ
にはほとんどの商品が完売する盛況ぶりでした。それでも生徒たちの
感想は次の店舗営業に向けて「もっと良くしよう」という意欲にあふれ
ており、これから月に一度行われる運営に向けて気持ちを新たにして
いました。次回は１１月１０日（水）です。 
 

 〒６７９－４００２ たつの市揖西町中垣内乙１３５番地１ 
 TEL（０７９１）６６－００９１  U R L http://www.hyogo-c.ed.jp/~harima-sn/ 
 FAX（０７９１）６６－００９２  E-mail harima-sn@hyogo-c.ed.jp 

 １０月１５日（金）５校時、体育館で生活体験発表会を行いました。夏休みの課題として、生徒
全員が学校生活を通して感じたことや考えたことを作文にした中から、事前に各学年３名ずつを選
出し、代表になった９名の発表を真剣なまなざしで聴きました。 
学校生活を通しての体験や思い出、さらに家族や友達への思い、将来の夢や決意等自分の考えを

力強く述べていて、緊張しながらも堂々と発表することができました。大勢の人の前で、自分の考
えを表現することは簡単なことではありません。また不安や緊張を乗り越えるために、何度も練習
を重ねたことと思います。 
 自分の意見を伝えることの大切さ、相手の思いを受け止めることのすばらしさを実感することが
できました。 
  

 

 １０月２日（土）さわやかな秋晴れのもと、体育祭に代わるスポーツ大会を開催しました。９月
３０日までで緊急事態宣言が解除されましたが、新型コロナウイルス感染防止対策をして、感染リ
スクの高い活動は実施しない等、演技を精選し時間を短縮して実施しました。保護者やご来賓の
方々の観覧はせず、生徒と教職員のみの大会となりました。 
グラウンドを思い切り走る姿や、演技に集中して一生懸命に打ち込む姿が印象的で、流れ落ちる

汗が輝いていました。また、応援する生徒たちも工夫をこらして頑張りました。 
熱中症や大きなケガもなく、無事盛況のうちに終わりました。この行事を通して、クラスや学年

の絆が深まり、ひとまわり成長することができたスポーツ大会となりました。 
 
  
 

生活体験発表会 

Caféはりまオープン＆      

 オープニングセレモニー 

寄宿舎のお月見会＆ハロウィン 
 １０月２０日（水）に寄宿舎で、お月見会とハロ
ウィンの２つの行事を楽しみました。２０日のお月
さまは「ハンターズムーン」とも呼ばれ、ネイティ
ブアメリカンが、１０月は狩猟に最適ということで
この名前になったようです。雲も多少ありました
が、幻想的なお月さまを見ることができました。 
 夕食は各自で考えた仮装をして、夜は各棟でそれ
ぞれ肝試し・クイズ・ボーリング・写真探しなど、
少し早いハロウィンナイトを楽しみました。 


